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今回、補正予算で計上した理由は。
３月議会で議会より提出された「附帯決議」の趣
旨を重く受け止め、補正予算として計上した。

附帯決議は区長会と消防団だけであったが、他の視察
についても計上した理由は。
「附帯決議」を受け、他の視察研修についても再
度検討し、関係者の意見を踏まえ補正計上した。

対象者への周知方法は。
10月１日以降の接種開始に向けて９月号広報と町
ホームページで周知する。

自己負担額は。
従来のインフルエンザワクチンは1,000円、高用量
インフルエンザワクチンは2,800円。

0102
視察健康

視察研修費の予算が復活
区長会・民生児童委員
保護司・消防団・生産組合

75歳以上の
高用量インフルエンザ
ワクチン定期接種化

　当初予算で削除された各種視察研修費が補正予算として
計上されました。

　75歳以上の方は、従来のインフルエンザワクチンと、
効果がより高い高用量インフルエンザワクチンとを選択で
きるようになります。

視察研修費補正総額　440万円

議員から質問！
議員から質問！

令和8年 第2回定例会　6月2日（火）〜 23日（火）
定例会とは１年に４回開かれる議会のことです。
武豊町一般会計補正予算を含む12件の審議を行いました。

▶6月定例会の流れ

2日
開　会

町から議会に対して議案の説明が
あります。

4・5日
一般質問

議員が町政について自由に質問を
します。

12日
議案に対する質疑

議案に対する質問をします。

15・16日
3常任委員会

議案をそれぞれの分野に分けて各
委員会が詳しく審査をします。

委員会の種類
●総務政策委員会

●建設経済委員会

●文教厚生委員会

23日
採決・閉会

委員長による報告や議員討論を行
い、議案について可否を決めます。

予防接種事業費　3419万円

第３回（４月24日） 緊急性の高い議案に対応するため招集臨 時 会

　第１回臨時会では、国の「物価高騰対応重点支援地方
創成臨時交付金」を活用した「物価高騰対応重点支援給
付分給付金事業」が全員反対で否決されました。第３回
臨時会では、「たけとよくらしサポート給付金給付事業」
として一般会計補正予算が提出され、議員からは特に質
疑もなく全員賛成で可決されました。「たけとよくらし
サポート給付金給付事業」は、長期化する物価高騰下に
ある生活者を支援するための給付金で、令和８年４月
24日現在、武豊町に住民登録がある町民に、１人当た
り6,000円の現金を世帯主に給付します。

議員討論 町議会の議員討論は、お互いに議論を交わし合うことではなく、
賛否の理由を述べることにより自分の意見に賛成・同調すること
を他の議員に求めることです。

議案第50号　令和８年度武豊町一般会計補正予算（第２号）

　当初予算で一度削除された視
察費を短期間で復活させる手法
は行政の計画性を欠いていま
す。特に、附帯決議等の条件も
なく委員会で可決された事業ま
で補正予算に混ぜて提出するや
り方は、適正な行政手続きとは
言い難く、議会の委員会可決を

軽視するものです。場当たり的な予算追加ではなく、
当初予算で計画的に計上すべきです。

反対

たけとよくらしサポート給付金給付事業費
２億8304万４千円

１人当たり6,000円の現金を
世帯主に支給　可決

賛成　３月定例会の附帯決議の趣旨
を踏まえ、区長会・消防団の視
察研修費をはじめ、民生児童委
員、保護司会、生産組合長の視
察研修費も計上されたことは、
議会の意思を尊重した適切な対
応です。これらの研修を通じて
地域コミュニティの活性化や福
祉、農業、防災力の向上など、本町の発展に寄与する
ものと期待し、賛成いたします。

櫻
さくらい

井 雅
まさみ

美
福
ふくもと

本 貴
たかひさ

久
たけとよ 

ほか11議案は全員賛成により可決されました。 議案の採決結果一覧はこちら▶▶▶

採決結果で意見が分かれた議案（６月定例会） ○：賛成　●：反対　−：欠席　議長は採決に加わりません。

会　派　名 あさひ きずな 公明党
議員団

政和
クラブ たけとよ 無会派

採
決
結
果議案

番号
議案名と主な内容

（議案名は一部省略しています）

石
原　
壽
朗

谷
川
健
一
郎

鈴
木　
絢
賀

石
川　
喜
次

青
木　
信
哉

鈴
木　
一
也

鳥
居　
美
和

甲
斐
百
合
子

石
川
よ
し
は
る

南　
　
賢
治

福
本　
貴
久

久
野　
　
勇

櫻
井　
雅
美

梶
田　
　
進

松
本　
万
之

本
村　
　
強

議案
第50号

令和８年度武豊町一般会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長○ ○ ○ ● ● ○ ○ 可
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　三井家住宅の保存活用は

　旧耐震基準の建物は何棟か

　文化財として今後も守りたい

　住宅全体では約1800棟

公
共
施
設
再
編
に
つ
い
て

Q
老
朽
化
し
た
児
童
館
の
今
後

に
つ
い
て
、
住
民
の
声
を
ど
う

聞
く
か
。

こ
長
尾
・
く
す
の
き
児
童
館

は
耐
用
年
数
も
過
ぎ
更
新
の
必

要
性
が
高
い
。
令
和
５
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
他
施
設
と
複

合
化
し
充
実
を
」
と
の
回
答
が

多
く
、
今
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
丁
寧
に
声
を
聞
く
。

Q
公
共
交
流
拠
点
は
公
共
施
設

再
編
計
画
と
も
関
連
す
る
。
今

後
ど
う
取
り
組
む
か
。

総
再
編
計
画
と
拠
点
整
備
は

内
容
に
ず
れ
も
あ
り
、
拠
点
整

備
に
め
ど
が
立
っ
た
段
階
で
計

画
の
見
直
し
を
考
え
た
い
。

三
井
家
住
宅
に
つ
い
て

Q
文
化
財
保
護
へ
公
民
連
携
を

ど
う
強
化
す
る
か
。
支
援
団
体

制
度
の
検
討
は
。

教
専
門
団
体
を
町
が
指
定
す

る
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体

制
度
を
今
後
調
査
研
究
す
る
。

受
け
皿
と
な
る
団
体
は
町
内
に

把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
大
学

と
の
連
携
も
考
え
た
い
。

Q
町
指
定
文
化
財
・
三
井
家
住

宅
を
町
と
し
て
ど
う
守
る
か
。

教
三
井
家
住
宅
は
町
民
の
財

産
。
所
有
者
や
守
る
会
と
関
わ

り
を
継
続
し
、
今
後
も
文
化
財

と
し
て
守
っ
て
い
き
た
い
。

Q
国
の
こ
こ
数
年
の
耐
震
補
助

に
対
す
る
方
針
方
向
は
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め

に
、
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
町
は
減
額
予
算
で
す
。
国

の
方
向
性
に
反
す
る
大
き
な
理

由
は
何
で
す
か
。

　

建
過
年
度
実
績
の
推
移
な
ど

を
勘
案
し
、
検
討
し
た
。

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
の
現
状
と
不
法

投
棄
場
所
の
改
善
に
つ
い
て

　
５
号
地
周
辺
・
武
豊
港
周
辺
・

体
育
館
周
辺
、
特
に
５
号
地
周

辺
は
ふ
た
月
に
一
度
は
回
収
し

な
い
と
、
大
変
な
量
と
な
っ
て

し
ま
う
不
法
投
棄
の
量
で
す
。

Q
５
号
地
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
度
常

習
犯
の
写
真
を
取
り
、
当
人
に

し
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
パ
ネ
ル

に
し
て
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い

る
周
辺
に
建
て
た
ら
ど
う
か
。

経
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
名

誉
棄
損
な
ど
の
法
的
課
題
が
あ

る
た
め
実
施
で
き
な
い
。
今
後

は
、
警
察
や
愛
知
県
な
ど
と
連

携
し
て
地
域
の
啓
発
活
動
を
し

て
い
く
。

Q
今
以
上
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を

回
収
し
て
く
れ
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
を
増
や
し
、
本
町

を
網
羅
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
方
々
を
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
金
銭
で
は

な
く
一
般
家
庭
で
使
え
る
ゴ
ミ

袋
を
提
供
し
て
は
い
か
が
か
。

経
他
市
町
の
状
況
も
勘
案
し

な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

会 

派 

代 

表

１００年以上続く伝統と今後
１００年続く未来の両方を守
る計画立案を。

あさひ 谷
たにがわ

川 健
けんいちろう

一郎

耐震補助金の１棟当たりの額
は、増えるみたいだが、補助
金を出せる棟数は減っている。

政和クラブ 南
みなみ

　賢
けんじ

治

▲授業に使われる三井家住宅

◀
毎
回
大
量
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ

※一般質問の記事は質問者本人が編集しています。

一般質問
議員が町政を問う

《答弁部署の略号》
総  総務部　 政  政策推進部　 福  保健福祉部　 こ  こども未来部　 経  生活経済部　 建  建設部　 教  教育委員会

石川よしはる議長

今後も、より多くの方に見ていただける

開かれた議会をめざして

議会広報委員会は活動していきます

インターネットでの
はじまりました。

一般質問とは、町議会議員が町政全般について現状や方針を問うものです。
質問には会派代表で行うものと、個人質問があります。
議長として、各議員が活発な議論ができるよう公平・公正な議事運営に努め
ます。

録画配信

毎回一般質問後の月末までに更新する予定です。

お願いします

と武豊町
町議会 HP へ



議会たけとよ　No.196  2026年8月1日発行議会たけとよ　No.196  2026年8月1日発行 0607

　認知症カフェについて考えは
　行きやすい場の検討を進める

Q
現
在
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

催
状
況
・
利
用
状
況
・
課
題
は

ど
う
で
す
か
。

福
本
町
で
は
「
あ
れ
あ
れ
モ

ー
ニ
ン
グ
」
と
名
付
け
、
月
に

１
回
思
い
や
り
セ
ン
タ
ー
２
階

に
て
開
催
。
利
用
者
は
毎
月
10

人
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
「
顔
の
見
え

る
適
切
な
規
模
」
を
維
持
し
つ

つ
、
い
か
に
多
く
の
方
が
利
用

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
か

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
今
後
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

福
今
後
は
、
よ
り
住
民
の
生

活
圏
に
近
い
場
所
で
の
開
催
や
、

設
置
場
所
の
増
設
な
ど
、
地
域

に
根
ざ
し
た
「
行
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
」
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

Q
運
営
や
費
用
面
の
不
安
も
あ

る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
に
興
味
の

あ
る
方
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

福
進
め
て
い
く
中
で
考
え
る
。

Q
「
認
知
症
協
力
店
制
度
に
つ

い
て
」
導
入
の
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

町長
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
た
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
店
舗
や
事
業
所
を
認
知
症

の
本
人
や
家
族
が
利
用
で
き
る

場
所
と
し
て
認
定
す
る
「
認
知

症
協
力
店
制
度
」。
本
町
で
も

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
店
」
登

録
制
度
を
開
始
す
べ
く
、
現
在

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

       武       豊       町       役       場       敷       地       内     

       家       族       も            本       人       も     

       知       多       郡       武       豊       町       字       長       尾       山       2     
       武       豊       町       地       域       包       括       支       援       セ       ン       タ       ー     

       専       門       職       や       認       知       症       サ       ポ       ー       タ       ー       
が       相       談       を       受       け       ま       す     

       症       状       の       あ       る       ご       本       人       と       家       族       の       た       め       の       認       知       症       カ       フ       ェ       で       す       。       
認       知       症       の       専       門       職       に       相       談       を       す       る       こ       と       も       で       き       ま       す       。       ご       家       族       も       ご       一       緒       に       ご       参       加       く       だ       さ       い       。     

       O       p       e       n       !     

       コ       ー       ヒ       ー       と       パ       ン       を       準       備       し       て       い       ま       す     ます

       自       分       の       好       き       な       こ       と       を       楽       し       め       ま       す     を楽しめます

       今       後       の       日       程       は       裏       面       へ     

       名       鉄       知       多       武       豊       駅       か       ら       徒       歩       ３       分     

会 

派 

代 

表

会 

派 

代 

表

Q
知
多
東
部
線
は
富
貴
寺
西
交

差
点
ま
で
延
伸
し
て
か
ら
約
15

年
経
つ
が
、
南
進
に
向
け
た
具

体
的
な
対
応
は
。

建
愛
知
県
に
毎
年
、
土
木
事

業
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
、

早
期
に
整
備
を
完
了
す
る
よ
う

町
長
・
議
長
・
建
設
経
済
委
員

長
と
と
も
に
、
継
続
的
に
要
望

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
前
田
交
差
点
は
、
現
状
で
も

交
差
点
内
の
線
形
が
ず
れ
、
危

険
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
解

決
に
向
け
た
見
通
し
は
。

建
県
か
ら
用
地
取
得
に
課
題

が
あ
り
、
進
展
し
て
い
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

交
差
点
改
善
の
必
要
性
は
認
識

し
て
お
り
、
解
決
す
る
た
め
、

県
用
地
課
と
情
報
共
有
を
図
る
。

Q
名
浜
道
路
が
三
河
か
ら
知
多

半
島
へ
と
延
伸
さ
れ
る
の
を
待

つ
と
い
う
方
向
性
に
加
え
、
武

豊
町
か
ら
碧
南
市
へ
橋
梁
を
架

け
東
西
の
交
通
往
来
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
構
想
も

検
討
に
値
す
る
。
ぜ
ひ
地
元
国

会
議
員
・
県
議
会
議
員
を
通
じ
、

近
隣
市
町
の
首
長
と
も
連
携
し

た
要
望
活
動
を
し
て
欲
し
い
。

町長
名
浜
道
路
に
限
ら
ず
、
国

県
道
の
道
路
事
業
は
、
地
元
国

会
議
員
・
県
議
会
議
員
、
そ
し

て
町
議
会
に
も
力
添
え
い
た
だ

き
な
が
ら
、
前
に
進
め
て
い
き

た
い
。

　町長と議長で要望しては
　要望活動を続けていく

Q
本
町
に
お
け
る
企
業
誘
致
の

現
状
と
課
題
は
な
に
か
。

建
現
状
の
沿
岸
部
と
内
陸
部

の
工
業
用
地
に
空
き
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
新
た
な
企
業
参

入
、
工
場
立
地
、
既
存
の
工
場

の
増
築
な
ど
に
対
応
で
き
る
工

業
用
地
の
確
保
な
ど
が
必
要
。

Q
新
た
な
工
業
団
地
整
備
の
取

り
組
み
状
況
は
。

町長
第
６
次
武
豊
町
総
合
計
画

　

後
期
基
本
計
画
お
よ
び
武
豊

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
町
内
４
カ
所
を
産

業
系
土
地
利
用
検
討
ゾ
ー
ン
と

し
て
位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
整
備
手
法
に
つ
い
て
は

事
業
化
検
討
の
た
め
に
愛
知
県

企
業
庁
や
各
関
係
機
関
と
協

議
・
調
整
を
し
て
い
る
。

Q
令
和
８
年
度
の
新
た
な
取
り

組
み
は
。

町長
公
民
連
携
推
進
室
を
設
置

し
た
。
企
業
案
件
、
企
業
誘
致

な
ど
を
含
め
て
す
べ
て
こ
ち
ら

で
対
応
す
る
。

Q
既
存
企
業
に
よ
る
建
て
替

え
・
設
備
更
新
へ
の
支
援
は
。

経
工
場
な
ど
の
新
設
又
は
増

設
の
事
業
者
へ
は
「
武
豊
町
新

産
業
立
地
促
進
奨
励
金
」。
設

備
投
資
を
図
る
事
業
者
へ
は

「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」。
そ

の
他
「
武
豊
町
中
小
企
業
者
等

応
援
補
助
金
」「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
型　

地
域
活
性
化
推
進

事
業
補
助
金
制
度
」
な
ど
に
よ

り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　企業誘致の新たな取り組みは
　公民連携推進室で対応

道路整備は町の発展に不可欠
な基盤事業。充実すると企業
と人が増加し税収増につなが
る。

たけとよ 福
ふくもと

本 貴
たかひさ

久

自治体を取り巻く環境は厳し
い。将来を見据え積極的な企
業誘致と既存企業支援を進め
るべき。

きずな 青
あおき

木 信
しんや

哉

５人にひとりが認知症になる
という。早期の気づきや支援
につながる仕組みが大切。

公明党議員団 甲
かい

斐 百
ゆりこ

合子

個 

人 

質 

問

災害関連死は、防ぐことがで
きる命。自治体の備えや支援
体制で大きく減らすことがで
きる。

公明党議員団 鳥
とりい

居 美
みわ

和

　在宅・車中避難者の支援は
　孤立を防ぐため情報を届ける

Q
支
援
対
策
は
「
避
難
所
に
い

る
人
」
に
限
ら
ず
「
ど
こ
に
い

て
も
支
援
が
必
要
な
人
」
へ
広

が
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

避
難
所
以
外
の
避
難
者
の
位
置

情
報
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
把
握
可
能
に
し
た
防
災
Ｄ

Ｘ
を
早
期
に
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

総
先
進
市
町
村
の
取
り
組
み

事
例
を
参
考
に
情
報
収
集
に
努

め
る
。

Q
災
害
時
、
避
難
所
で
の
生
活

で
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
清
掃
が

不
十
分
に
な
る
と
口
の
中
の
細

菌
が
増
殖
し
、
誤
嚥
性
肺
炎
を

引
き
起
こ
し
や
す
く
な
る
。

「
口
腔
ケ
ア
」
で
命
を
守
る
た

め
、
歯
科
用
品
の
備
蓄
が
必
要
。

本
町
の
歯
科
用
品
の
備
蓄
品
は

何
か
。

総
災
害
用
歯
ブ
ラ
シ
。

Q
口
腔
ケ
ア
用
の
ウ
エ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
備
蓄
品
に
加
え
る

考
え
は
あ
る
か
。

総
必
要
に
応
じ
て
災
害
用
協

定
を
結
ん
で
い
る
事
業
者
に
供

給
を
依
頼
し
て
い
く
。

Q
口
腔
ケ
ア
用
の
ウ
エ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
の
使
い
方
を
平
時
か

ら
お
知
ら
せ
す
る
考
え
は
あ
る

か
。福

広
報・
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。「
憩

い
の
サ
ロ
ン
」
で
実
際
に
使
い

方
を
体
験
。
見
て
・
触
れ
て
・

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

 

(工業用地) 

将来都市構造図 

出典：第６次武豊町総合計画 後期基本計画 

    武豊町都市計画マスタープラン 

◀
名
浜
道
路
計
画
図

◀
あ
れ
あ
れ
モ
ー
ニ
ン
グ
の
案
内

▶
武
豊
町
将
来
都
市
構
造
図
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　区の担い手不足の現状は

　自転車運行の新制度周知は

　生活の変化により各区で苦慮

　警察と連携し伝達方法を工夫

Q
区
長
の
担
い
手
不
足
と
聞
い

て
い
る
が
原
因
は
。
も
し
区
長

が
選
出
で
き
な
い
時
は
、
町
と

し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

総
定
年
延
長
や
再
雇
用
の
進

展
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
働
き

方
の
多
様
化
に
よ
り
、
働
き
続

け
る
方
が
増
え
、
地
域
活
動
に

時
間
を
割
け
な
い
。
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
、
社
会
参

画
へ
の
意
識
が
薄
れ
た
。

　

万
が
一
区
長
が
選
出
で
き
な

い
場
合
は
、
前
任
の
区
長
お
よ

び
区
役
員
な
ど
と
情
報
交
換
し
、

側
面
的
な
支
援
に
努
め
る
。

Q
区
長
の
選
任
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
引
き
受
け
て
く
れ
る

状
況
を
作
る
し
か
な
い
と
考
え

る
。
今
後
の
方
針
は
。

総
区
長
会
の
開
催
回
数
を
削

減
、
役
場
へ
の
報
告
事
項
や
依

頼
事
項
に
つ
い
て
の
簡
素
化
、

区
長
専
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

貸
与
な
ど
、
町
か
ら
依
頼
す
る

業
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
な
ど

実
施
。
今
後
の
方
針
と
し
て
は
、

現
在
町
が
区
に
委
託
し
て
い
る

12
項
目
の
業
務
を
中
心
に
、
内

容
の
精
査
を
継
続
し
て
い
く
。

Q
名
古
屋
市
南
区
で
17
歳
の
女

子
高
校
生
が
町
内
会
長
に
就
任

し
た
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
が

見
解
は
。

総
こ
れ
ま
で
の
「
固
定
的
な

役
割
分
担
」
を
見
直
し
、
女
性

や
若
い
世
代
が
持
つ
柔
軟
な
発

想
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
運

営
に
活
か
す
こ
と
は
、
担
い
手

不
足
の
解
消
に
繋
が
る
と
考
え

る
。

Q
自
転
車
へ
の
青
切
符
制
度
の

導
入
を
受
け
、
学
校
や
地
域
と

連
携
し
た
交
通
安
全
教
育
を
ど

の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
か
。

町長
交
通
安
全
県
民
運
動
や
町

内
小
学
校
で
の
自
転
車
訓
練
・

交
通
教
室
な
ど
を
通
じ
、
制
度

の
周
知
に
努
め
て
い
く
。
こ
れ

ら
を
定
期
的
に
開
催
し
、
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
自
転
車
は
幅
広
い
世
代
が
利

用
す
る
機
会
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
手
法
で
制
度
周
知
を
し

て
い
く
の
か
。

総
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ほ
か
、
高
齢
者

の
方
へ
は
憩
い
の
サ
ロ
ン
を
利

用
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Q
青
切
符
制
度
の
対
象
は
16
歳

以
上
、
高
校
生
や
自
転
車
で
通

勤
し
て
い
る
外
国
人
な
ど
へ
の

周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

総
現
時
点
で
は
、
そ
の
方
々

へ
の
取
り
組
み
は
実
施
で
き
て

い
な
い
が
、
駐
輪
場
な
ど
へ
制

度
チ
ラ
シ
を
掲
示
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
危
険
箇
所
の
改
善
や
標
識
の

見
易
さ
、
自
転
車
レ
ー
ン
の
整

備
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

建
現
時
点
で
は
具
体
的
な
整

備
計
画
や
優
先
順
位
は
定
め
て

い
な
い
が
、
道
路
幅
員
や
交
通

量
な
ど
を
踏
ま
え
、
警
察
や
県

と
連
携
し
て
必
要
な
対
応
を
検

討
す
る
。

▲17歳の町内会長（イメージ）

　本町のめざす公民連携とは
　新たな価値を創造すること

Q
本
町
の
公
民
連
携
の
考
え
方

は
。町長

行
政
と
民
間
企
業
な
ど
が
、

ま
ち
の
課
題
を
共
有
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
新
た
な
価
値

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た

財
源
や
人
材
で
、
最
大
の
効
果

を
生
み
だ
す
た
め
に
、
費
用
対

効
果
や
持
続
可
能
性
を
意
識
し
、

事
業
を
検
討
す
る
マ
イ
ン
ド
の

形
成
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
。

そ
し
て
、
民
間
の
技
術
、
専
門

性
な
ど
の
強
み
を
活
か
す
取
り

組
み
を
構
築
し
、
行
政
は
公
共

性
を
担
保
し
つ
つ
、
公
民
連
携

を
進
め
る
た
め
の
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Q
公
民
連
携
に
必
要
な
マ
イ
ン

ド
や
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

政
今
年
度
、
町
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
商
工
会
が
連
携
し
た
、

「
公
民
連
携
に
よ
る
行
政
課
題

解
決
研
修
」
を
開
催
し
、
お
互

い
の
「
情
報
共
有
の
場
」
を
つ

く
り
、
課
題
解
決
に
向
け
た
意

識
醸
成
を
図
る
。

Q
今
後
を
見
据
え
た
観
光
振
興

政
策
の
展
望
は
。

経
伝
統
産
業
で
あ
る
観
光
資

源
を
活
用
し
て
、
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
政
策
を
考
え

る
と
と
も
に
、
新
た
な
魅
力
の

掘
り
起
こ
し
に
も
努
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
観
光
協
会
を
始
め
と

す
る
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制

を
強
化
し
、
地
域
全
体
で
観
光

振
興
に
努
め
て
い
く
。

　町のごみ袋供給は大丈夫か
　本年度分は7月より順次納入

Q
名
古
屋
市
や
他
県
市
町
に
お

い
て
、
ナ
フ
サ
由
来
の
指
定
の

ご
み
袋
が
品
薄
状
況
で
、
市
販

用
袋
の
使
用
を
認
め
る
状
況
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
ご

み
袋
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

　
　

経
令
和
８
年
度
分
の
契
約
は

締
結
済
み
で
、
納
期
は
７
月
よ

り
順
次
納
入
予
定
で
あ
る
。
現

状
に
お
い
て
は
品
薄
対
策
を
講

じ
る
状
況
に
は
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
全
国
建
設
業
協
会
が
国
土
交

通
大
臣
に
対
し
て
「
中
東
情
勢

を
受
け
た
資
材
高
騰
や
供
給
不

足
に
よ
る
工
事
の
中
止
や
遅
れ

の
懸
念
」
に
つ
い
て
緊
急
要
望

し
て
い
る
。
本
町
で
の
令
和
８

年
度
予
算
事
業
に
対
す
る
影
響

は
ど
う
か
。

総
現
状
で
は
大
き
な
影
響
は

出
て
い
な
い
が
、
情
勢
変
化
や

長
期
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
懸

念
し
て
い
る
。
今
後
も
注
視
を

し
て
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を

心
掛
け
る
。

Q
本
町
に
お
け
る
物
価
高
騰
支

援
の
考
え
方
は
。

町長
こ
れ
ま
で
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
各
種
給
付
を
実
施
。

直
近
で
は
「
武
豊
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
給
付
金
」
と
し
て
、
全

町
民
に
６
０
０
０
円
の
現
金
給

付
と
し
て
手
続
き
中
。

　

今
後
「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
、

誰
に
、
ど
ん
な
手
法
で
届
け
る

の
が
最
も
効
果
的
か
つ
公
平

か
」
を
財
政
状
況
も
踏
ま
え
な

が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

戦争は絶対にダメ！
イラン戦争による石油関係の
輸入制限で国民生活に多大な
影響。

本
もとむら

村　強
つよし

　

「公民連携の考え方・取り組
み方」と「観光振興政策の展
望」について問う。

あさひ 石
いしかわ

川 喜
よしじ

次

時代の流れにより考え方も変
わり、現状に合った区の運営
に見直す必要が出てきた。

たけとよ 久
くの

野　勇
いさむ

　

自転車への青切符制度導入に
ついて、住民へわかりやすく
丁寧な情報伝達が必要だ。　

あさひ 石
いしはら

原 壽
じゅろう

朗

▲陳列される指定ごみ袋
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　CCNCプール現在の状況は

　議員への規則に対する想いは

　利用者目線にてより改善へ

　問題という議員多ければ検討

Q
「
ご
意
見
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
コ
ー
ナ
ー
」
は
利
用
者
の
貴

重
な
生
の
声
に
な
る
の
で
、
施

設
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
回
答
で
な

く
月
一
度
開
催
さ
れ
る
維
持
管

理
協
議
会
で
の
関
係
者
の
回
答

を
求
め
る
。

教
今
後
は
指
定
管
理
者
を
含

む
維
持
管
理
運
営
協
議
会
に
て

調
整
し
て
決
め
て
い
く
。

Q
極
め
て
利
用
頻
度
の
低
い
多

目
的
室
（
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
）

は
今
後
ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ

れ
る
の
か
。

教
カ
ラ
オ
ケ
専
用
の
時
間
を

廃
止
し
て
、
ど
の
よ
う
な
用
途

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
柔

軟
に
有
効
活
用
が
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
く
。

Q
よ
く
あ
る
意
見
と
し
て
、
利

用
者
が
よ
く
集
う
プ
ー
ル
エ
リ

ア
と
２
階
ス
タ
ジ
オ
を
含
む
ジ

ム
エ
リ
ア
に
、
給
水
装
置
（
ウ 

ォ
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
）
を
設
置
さ

れ
な
い
理
由
は
。

教
ウ
ォ
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
は
、
配
管
工
事
や
電
気
工
事

で
の
費
用
が
発
生
し
、
指
定
管

理
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
設
置

予
定
は
な
い
。

Q
小
学
生
の
授
業
で
の
使
用
は

無
料
、
中
学
生
の
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
３
５
０
円
徴
収
す
る

が
止
め
る
考
え
は
な
い
の
か
。

教
利
用
条
件
な
ど
を
協
議
し

た
結
果
、
無
料
に
す
る
予
定
は

な
い
。

Q
学
校
訪
問
や
電
話
に
、
学
校

教
育
課
か
ら
は
「
直
接
の
コ
ン

タ
ク
ト
は
禁
止
。
す
べ
て
課
を

通
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
れ
ば
「
公
職
選
挙
法
違
反

の
恐
れ
が
あ
る
」
困
っ
て
い
る

町
民
の
声
を
届
け
れ
ば
「
弁
護

士
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
、
議
員
を
教
育
現
場
か

ら
遠
ざ
け
、
排
除
す
る
か
の
よ

う
な
規
則
や
壁
が
で
き
ま
し
た
。

　

25
年
間
、
子
ど
も
や
母
親
の

た
め
に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
議
員
で
あ
る
こ
と
で
、
地

域
の
子
ど
も
や
教
育
に
携
わ
る

こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
制
限
さ
れ
る

の
な
ら
、
私
は
議
員
で
あ
る
意

味
を
見
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

学
校
、
教
育
委
員
会
、
そ
し
て

議
員
も
、
子
ど
も
の
た
め
に
そ

れ
ぞ
れ
の
知
見
を
持
ち
寄
る

「
協
力
者
」
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

教
育
長
ご
自
身
の
言
葉
で
、

本
町
の
教
育
改
革
に
対
す
る
想

い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

教長
私
が
学
校
教
育
に
携
わ
っ

て
き
た
も
の
と
し
て
、
大
事
に

し
た
い
と
思
っ
て
る
の
が
い
つ

も
子
ど
も
た
ち
、
学
校
、
先
生

た
ち
の
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
で
す
。
学
校
の
訪

問
に
つ
い
て
規
則
は
、
校
長
教

頭
も
授
業
を
す
る
ほ
ど
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
、
そ
れ
は

問
題
だ
と
い
う
声
が
多
く
あ
れ

ば
検
討
し
ま
す
。

▲５年目の CCNC プールたけとよ（外観）

供用開始以来４年が経つ当施
設は、利用者がより使いやす
い施設となるように努める。

松
まつもと

本 万
かずゆき

之

　妊婦と子どもの命どう守るか
　伴走支援と登下校の酷暑対策

Q「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」

の
本
町
に
お
け
る
申
請
方
法
と

そ
の
理
由
、
対
象
者
に
漏
れ
な

く
情
報
を
届
け
る
工
夫
は
。

こ
寄
り
添
う
支
援
の
た
め
保

健
師
の
対
面
申
請
が
基
本
。
周

知
は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
や

生
後
の
家
庭
訪
問
時
に
、流
産・

死
産
な
ど
に
対
し
て
は
住
民
窓

口
課
と
連
携
し
チ
ラ
シ
を
配
付
。

個
別
事
情
へ
配
慮
し
行
う
。

Q
子
ど
も
た
ち
の
夏
季
登
下
校

時
の
熱
中
症
対
策
は
。

町長
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
や
日
傘
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
持
参
が

で
き
る
ほ
か
、
児
童
・
議
員
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
「
冷
却
グ
ッ

ズ
用
冷
凍
庫
」
を
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
活
用
で
６
月
中
に
全

小
中
学
校
へ
導
入
し
、
安
全
な

登
下
校
を
推
進
し
て
い
く
。

Q
酷
暑
の
中
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
か
つ
活
発
に
過
ご
せ
る
屋

内
の
居
場
所
の
要
望
に
応
え
る

例
と
し
て
「
屋
内
型
ア
ス
レ
チ 

ッ
ク
」
を
公
共
施
設
再
編
計
画

へ
導
入
す
る
可
能
性
は
。

建
現
時
点
で
規
模
・
機
能
は

具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

基
本
計
画
策
定
の
中
で
住
民
の

声
を
聞
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
民
間
施
設
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ 

ェ
ル
タ
ー
の
通
常
時
利
用
の
可

否
と
、
施
設
の
目
印
は
。

経「
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
」

発
令
時
以
外
も
利
用
可
能
。
入

り
口
な
ど
へ
県
や
町
作
成
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
。

　CO2削減の達成は可能か
　目標達成に努力している

Q
家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め

導
入
し
た
、
単
独
定
置
型
リ
チ

ウ
ム
蓄
電
シ
ス
テ
ム
。
単
独
家

庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
。
一

体
的
導
入
で
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
、
家
庭
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
、
定
置
型

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
シ
ス
テ
ム
導
入
。

一
体
的
導
入
で
住
宅
用
太
陽
光

発
電
施
設
、
家
庭
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
、
高
性
能

外
皮
な
ど
の
導
入
実
績
お
よ
び

Ｃ
Ｏ
２
削
減
実
績
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

経
単
独
の
定
置
型
リ
チ
ウ
ム

蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
１
９
８
台
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
１
台
年
間

３
８
４
㎏
。
単
独
家
庭
用
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
は
44
台
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
１
台
年
間
９
６
７
㎏
で

あ
る
。
他
の
２
項
目
に
つ
い
て

は
設
置
台
数
１
３
５
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
は
不
明
で
あ
る
。

Q
令
和
８
年
度
設
置
補
助
金
が

大
幅
減
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由

は
何
か
。

経
限
ら
れ
た
予
算
で
補
助
件

数
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

Q
次
世
代
乗
用
車
の
購
入
件
数

は
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
令
和
８
年
度
予
算
で
補
助

金
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

経
購
入
時
の
補
助
金
の
補
助

件
数
は
１
２
８
件
で
あ
る
。
補

助
金
廃
止
は
補
助
件
数
が
予
定

件
数
に
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。

規則ができた時の説明と今回
の答弁が違っていて、コミュ
ニケーション不足を感じた。

 櫻
さくらい

井 雅
まさみ

美

気持ちに寄り添う妊婦支援と
子どもの命を守る酷暑対策。
本町らしくその実現目指す。

あさひ 鈴
すずき

木 絢
あやか

賀

ゼロカーボンシティ宣言に基
づく二酸化炭素削減への取り
組み状況を問う。

 梶
かじた

田　進
すすむ

　

▲小学生の登校風景
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い

ま
す

。

武豊町議会
ホームページ

次
回 

１
９
７
号
（
９
月
議
会
）
は 

11
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

▶議会へのご意見・ご感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。
郵送、電話、メール、ホームページから受付
しております。
〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
☎ 0569－72－1111（議会事務局へ）

gikai@town.taketoyo.lg.jp
電子アンケートこちら▶▶▶▶▶ 

一般質問の様子は、ＣＣＮＣ（ケーブル
テレビ）で放映されます！

令和８年 第３回定例会（予定）

場所：役場２階議場
時間：討論・採決は14：00 ～、その他は9：15 ～
※予定は変更する場合があります。
　武豊町議会ホームページをご確認
　ください。

日　付 内　容
８月28日（金） 議案の上程・説明
９月１日（火） 一般質問９月２日（水）
９月11日（金） 議案に対する質疑
９月15日（火） 文教厚生委員会
９月16日（水） 総務政策委員会
９月17日（木） 建設経済委員会
９月25日（金） 討論・採決

放送日は
９月11日（金）、９月12日（土）9：00～

議会を
傍聴できます！

どなたでも傍聴可能です。
２階議場へお気軽にお越
しください。

傍聴のご案内

ボランティア活動へのきっかけは ————
　思い起こせば22年前のことで友人たちと「母親
に親孝行しようよ」と言う想いを共感し合い、サ
ロンのような独自の団体を立ち上げたのがボラン
ティア活動への始まりで、団体名を「負(おぶ)亀(か
め)の会(かい)」と名付け武豊町の憩いのサロンが
立ち上がるまでの７年間開催していました。

ボランティア活動の魅力は ———————
　これまでに多種多様なボランティア活動に参加
させていただいて、自分自身が成長するものだと
感謝し、大勢の皆さまと繋がりあえたのが最大の
魅力です。

数多くの仲間の方と共有活動されてますね—
　19年前に立ち上げた「啓発寸劇ボランティアお
とひめ」も憩いのサロンと同じく19年目に突入し
ました。特殊詐欺の寸劇のシナリオを作成して半
田警察署の署員さんに同行していただき、こちら
は年間約20回公演して、これまでに大勢の皆さま
と共有してきました。

新たに開催されたおとなりカフェ
「よってきん馬場」への想いは ———

　社会福祉協議会の活動の1つで、私が住む地域

の馬場公民館を借用し５月より開催しています。
こちらへの参加者とは新たな出会いもあり、特に
若い方の参加にとても感動しました。また、私が
これまでに体験したことのない「ヨガ」がメイン
の活動でして、これも目から鱗です。参加者は年
齢制限がないため、どなたも気軽に「よってきん」
になります。

次世代を担う方へのメッセージは ————
　近年は定年退職年齢が65 ～ 70歳と引き上げら
れてきて皆さまがボランティア活動に参加しよう
と思われた時には、どの団体もがっちりスクラム
を組まれていますので、加入しにくいのが現状で
はないかと思われます。是非、勇気を出して加入
していただき、柔らかい頭で新風を吹き込んでい
ただけたら幸いです。

～町民インタビュー～

武豊とわたし
VOL.25

プロフィール

伊
い

佐
さ

治
じ

 信
のぶ

子
こ

さん　馬場区在住

啓発寸劇ボランティアおとひめ　（現会長）
馬場憩いのサロン　（８年前より現会長）
くらしの応援隊　（現会長）他

「ボランティア活動は
　　　　自分自身の成長へ」


